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徳
島
県
告
示
第
六
百
七
十
九
号

障
害
者
の
日
常
生
活
及
び
社
会
生
活
を
総
合
的
に
支
援
す
る
た
め
の
法
律
（
平
成
十
七
年
法
律
第
百
二
十
三
号
）
第
五
十
四
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
指

定
自
立
支
援
医
療
機
関
と
し
て
次
の
と
お
り
指
定
し
た
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

指
定
自
立
支
援
医
療
機
関
の
開
設
者

指
定
自
立
支
援
医
療
を
行
う
薬
局

担

当

す

る

指

定

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

医
療
の
種
類

年

月

日

有
限
会
社
サ
ン
キ

鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
八
幡
九

鳴
門
調
剤
薬
局

鳴
門
市
撫
養
町
黒
崎
字
八
幡
九

育
成
医
療
（
薬
局
）

令
和
二
年
十
一

八-

一

八-

一

更
生
医
療
（
薬
局
）

月
一
日



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
号

大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
（
平
成
十
年
法
律
第
九
十
一
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
八
条
第
一
項

の
規
定
に
よ
り
意
見
を
聴
取
し
た
の
で
、
同
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
、
聴
取
し
た
意
見
の
概
要
に
つ
い

て
次
の
と
お
り
公
告
し
、
当
該
意
見
を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

大
規
模
小
売
店
舗
の
名
称
及
び
所
在
地

家
電
住
ま
い
る
館
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
Ｄ
Ａ
徳
島
本
店

徳
島
市
中
吉
野
町
四
丁
目
二
番
地
二
ほ
か

二

法
第
八
条
第
一
項
の
意
見
の
対
象
と
な
っ
た
届
出
に
係
る
告
示

令
和
二
年
徳
島
県
告
示
第
四
百
三
十
八
号
（
大
規
模
小
売
店
舗
立
地
法
の
規
定
に
よ
る
届
出
が
あ
っ

た
件
）

三

法
第
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
徳
島
市
か
ら
聴
取
し
た
意
見
の
概
要

１

駐
車
需
要
の
充
足
等
交
通
に
係
る
事
項

自
動
車
の
駐
車
の
用
に
供
す
る
部
分
に
つ
い
て
駐
車
場
法
等
の
基
準
に
よ
る
こ
と
。

２

廃
棄
物
減
量
化
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ
い
て
の
配
慮

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
一
般
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
燃
や
せ
る
ご
み
、
資
源
ご
み
に
分
別
し
、
ご

み
の
減
量
化
を
図
る
と
と
も
に
、
資
源
ご
み
に
つ
い
て
は
リ
サ
イ
ク
ル
に
努
め
て
く
だ
さ
い
。

古
紙
類
（
新
聞
紙
、
雑
誌
、
ダ
ン
ボ
ー
ル
、
コ
ピ
ー
用
紙
等
）
は
リ
サ
イ
ク
ル
す
る
た
め
に
古
紙

問
屋
に
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

一
般
廃
棄
物
の
発
生
の
抑
制
及
び
再
利
用
並
び
に
一
般
廃
棄
物
の
適
正
な
処
理
に
つ
い
て
は
、
徳

島
市
の
施
策
に
協
力
し
て
く
だ
さ
い
。

３

騒
音
の
発
生
に
係
る
事
項

駐
車
場
の
使
用
形
態
が
変
わ
る
た
め
、
駐
車
場
内
の
自
動
車
走
行
音
の
低
減
等
、
騒
音
対
策
に
努

め
る
と
と
も
に
、
周
辺
住
民
と
の
間
に
騒
音
問
題
が
生
じ
た
場
合
は
誠
実
に
対
応
す
る
こ
と
。

４

廃
棄
物
に
係
る
事
項

店
舗
内
か
ら
発
生
す
る
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
一
般
廃
棄
物
と
を
適
正
に
分
別
し

て
く
だ
さ
い
。

分
別
さ
れ
た
廃
棄
物
に
つ
い
て
は
、
関
係
法
令
に
基
づ
き
適
正
に
処
理
し
て
く
だ
さ
い
。

四

意
見
の
縦
覧
場
所
、
期
間
及
び
時
間

１

縦
覧
の
場
所

徳
島
県
商
工
労
働
観
光
部
企
業
支
援
課
及
び
徳
島
市
経
済
部
経
済
政
策
課

２

縦
覧
の
期
間

令
和
二
年
十
一
月
六
日
か
ら
令
和
二
年
十
二
月
六
日
ま
で

３

縦
覧
の
時
間

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
一
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
域
森
林
計
画

を
変
更
し
た
い
の
で
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
地
域
森
林
計
画
の
案

を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
月
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

森
林
計
画
区
の
名
称

吉
野
川
森
林
計
画
区
（
徳
島
市
、
鳴
門
市
、
小
松
島
市
、
吉
野
川
市
、
阿
波
市
、
美
馬
市
、
三
好
市

、
勝
浦
郡
、
名
東
郡
、
名
西
郡
、
板
野
郡
、
美
馬
郡
及
び
三
好
郡
一
円
）

二

縦
覧
場
所

徳
島
県
農
林
水
産
部
ス
マ
ー
ト
林
業
課
、
徳
島
県
東
部
農
林
水
産
局
及
び
徳
島
県
西
部
総
合
県
民
局

三

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
一
月
六
日
か
ら

令
和
二
年
十
二
月
四
日
ま
で

備
考当

該
地
域
森
林
計
画
の
案
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
、
理
由
を
付

し
た
文
書
を
も
っ
て
、
意
見
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
二
号

森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
五
条
第
五
項
の
規
定
に
基
づ
き
地
域
森
林
計
画

を
変
更
し
た
い
の
で
、
同
法
第
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
次
の
と
お
り
公
告
し
、
地
域
森
林
計
画
の
案

を
縦
覧
に
供
す
る
。

令
和
二
月
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

森
林
計
画
区
の
名
称

那
賀
・
海
部
川
森
林
計
画
区
（
阿
南
市
、
那
賀
郡
及
び
海
部
郡
一
円
）

二

縦
覧
場
所

徳
島
県
農
林
水
産
部
ス
マ
ー
ト
林
業
課
及
び
徳
島
県
南
部
総
合
県
民
局

三

縦
覧
期
間

令
和
二
年
十
一
月
六
日
か
ら

令
和
二
年
十
二
月
四
日
ま
で

備
考当

該
地
域
森
林
計
画
の
案
に
意
見
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
期
間
満
了
の
日
ま
で
に
、
知
事
に
、
理
由
を
付

し
た
文
書
を
も
っ
て
、
意
見
を
申
し
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
三
号

漁
業
災
害
補
償
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
五
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。
）
第
百
八
条
第
五

項
に
お
い
て
準
用
す
る
法
第
百
五
条
の
二
第
四
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
加
入
区
の
特
定
第
二
号
漁
業
者

の
同
意
が
法
第
百
八
条
第
二
項
に
規
定
す
る
要
件
に
適
合
す
る
と
認
め
る
の
で
、
公
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

法
第
百
四
条
第
二
号
に
掲
げ
る
漁
業

加
入
区
の
名
称

加
入
区
の
区
域

漁

業

の

区

分

椿
泊
加
入
区

椿
泊
漁
業
協
同
組
合

主
と
し
て
は
え
縄
を
使
用
し
て
営
む
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の

の
地
区

合
計
総
ト
ン
数
が
十
ト
ン
未
満
の
も
の
）

同

同

釣
り
又
は
は
え
縄
を
使
用
し
て
営
む
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の

合
計
総
ト
ン
数
が
十
ト
ン
以
上
二
十
ト
ン
未
満
の
も
の
）

同

同

小
型
定
置
漁
業

伊
島
加
入
区

伊
島
漁
業
協
同
組
合

小
型
定
置
漁
業
以
外
の
漁
業
（
使
用
す
る
漁
船
の
合
計
総
ト
ン

の
地
区

数
が
十
ト
ン
未
満
の
も
の
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
四
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
那
賀
町
木
頭
折
宇
字
栩
谷
八
一
の
四
、
八
一
の
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
栩
谷
八
一
の
四
・
八
一
の
九
（
以
上
二
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
那
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
五
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

那
賀
郡
那
賀
町
請
ノ
谷
字
桑
木
谷
一
九

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

２

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

３

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産
部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森

林
整
備
課
及
び
那
賀
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
六
号

農
林
水
産
大
臣
か
ら
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
十
九
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ
る

保
安
林
に
指
定
す
る
予
定
の
通
知
を
受
け
た
の
で
、
同
法
第
三
十
条
の
規
定
に
よ
り
、
そ
の
内
容
を
次
の

よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

保
安
林
予
定
森
林
の
所
在
場
所

吉
野
川
市
美
郷
字
湯
下
三
〇
、
三
一
、
三
九
の
五

二

指
定
の
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

字
湯
下
三
〇
・
三
一
・
三
九
の
五
（
以
上
三
筆
に
つ
い
て
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
吉
野
川
市
役
所
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
七
号

次
の
保
安
林
の
指
定
施
業
要
件
を
変
更
す
る
予
定
に
し
た
か
ら
、
森
林
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二

百
四
十
九
号
）
第
三
十
三
条
の
三
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
三
十
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次

の
よ
う
に
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

指
定
施
業
要
件
の
変
更
に
係
る
保
安
林
の
所
在
場
所

海
部
郡
海
陽
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

二

保
安
林
と
し
て
指
定
さ
れ
た
目
的

土
砂
の
流
出
の
防
備

三

変
更
後
の
指
定
施
業
要
件

立
木
の
伐
採
の
方
法

（一）
１

次
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
は
、
択
伐
に
よ
る
。

海
陽
町
（
次
の
図
に
示
す
部
分
に
限
る
。
）

２

そ
の
他
の
森
林
に
つ
い
て
は
、
主
伐
に
係
る
伐
採
種
を
定
め
な
い
。

３

主
伐
と
し
て
伐
採
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
立
木
は
、
当
該
立
木
の
所
在
す
る
市
町
村
に
係
る
市

町
村
森
林
整
備
計
画
で
定
め
る
標
準
伐
期
齢
以
上
の
も
の
と
す
る
。

４

間
伐
に
係
る
森
林
は
、
次
の
と
お
り
と
す
る
。

立
木
の
伐
採
の
限
度
並
び
に
植
栽
の
方
法
・
期
間
及
び
樹
種

（二）

次
の
と
お
り
と
す
る
。

（
「
次
の
図
」
及
び
「
次
の
と
お
り
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
図
面
及
び
関
係
書
類
を
徳
島
県
農
林
水
産

部
農
林
水
産
基
盤
整
備
局
森
林
整
備
課
及
び
海
陽
町
役
場
に
備
え
置
い
て
縦
覧
に
供
す
る
。
）



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
八
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
五
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
都
市
計
画
事

業
を
認
可
し
た
の
で
、
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
行
者
の
名
称

徳
島
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業

八
万
都
市
下
水
路

三

事
業
施
行
期
間

令
和
二
年
十
一
月
六
日
か
ら

令
和
七
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

徳
島
市
山
城
西
四
丁
目
の
地
内

２

使
用
の
部
分

な
し



徳
島
県
告
示
第
六
百
八
十
九
号

都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
六
十
三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
計
画
の

変
更
を
認
可
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
六
十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

令
和
二
年
十
一
月
六
日

徳
島
県
知
事

飯

泉

嘉

門

一

施
行
者
の
名
称

徳
島
市

二

都
市
計
画
事
業
の
種
類
及
び
名
称

徳
島
東
部
都
市
計
画
下
水
道
事
業

徳
島
市
公
共
下
水
道

三

事
業
施
行
期
間

昭
和
二
十
三
年
十
二
月
十
三
日
か
ら

令
和
八
年
三
月
三
十
一
日
ま
で

四

事
業
地

１

収
用
の
部
分

変
更
な
し

２

使
用
の
部
分

な
し


